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資料２

重点的に景観形成に取り組む区域
（景観計画重点区域）

令和7年6月4日開催 第1回 北広島市景観計画策定等検討委員会専門部会



景観計画区域の区分（全体像）

2

景観計画区域の区分は、４つの面景観と４つの拠点景観、２つの線景観があり、それぞれ一般区域として届出対象行為や景
観形成基準（景観への配慮事項）を設定します。
これらの区域のうち、区域の全部または一部について、重点的に景観形成に取り組む区域を「重点区域」とし、
重点区域では
①届出対象行為は、一般区域で示す規模ではなく、重点区域で示す規模を届出対象とします。
②景観形成基準は、一般区域と重点区域、双方の基準を満たすよう配慮を促します。
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丘陵地自然景観エリア

低地田園景観エリア

山間地自然景観エリア

市街地
景観エリア

北広島を印象付ける主要幹線道路

北広島らしい自然景観形成道路

開拓の歴史の拠点景観エリア

教育・文化の拠点景観エリア

北広島の顔となる拠点景観エリア

新たな感動が生まれる拠点景観エリア



一般区域と重点区域の景観形成基準の考え方
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面景観

低地田園景観エリア

丘陵地自然景観エリア

山間地自然景観エリア

市街地景観エリア

拠点景観

開拓の歴史の
拠点景観エリア

開拓の歴史景観保全区域

教育・文化の
拠点景観エリア

北広島の顔となる
拠点景観エリア

新たな感動が生まれる
拠点景観エリア

新たな感動が生まれる
景観形成区域

線景観
（沿道景観形成道路）

北広島のまちを印象付ける
主要幹線道路

国道36号沿道
景観形成区域

国道274号沿道
景観形成区域

Ｆビレッジアクセス道路

景観形成区域

北広島らしい自然景観
形成道路

丘陵地沿道景観
保全区域

点景観

竹山地区眺望点
周辺景観保全区域

竹葉公園眺望景観保全区域

全域が一般区域
景観形成基準は、北海道の基準をベー
スにしながら、左記エリアごとの配慮事項
を踏まえた記載とする
（例：丘陵地自然景観エリアであれば、背
景となる丘陵の稜線や樹林地との調和に
配慮するなど。）

一般区域に重点区域が上乗せ

全域が一般区域
ほか、面景観と同様の考え方

路線全体は一般区域、その上に重点区
域が上乗せ

一般区域に重点区域が上乗せ

重点区域
※点景観は、景観形成基準の中で「視点場か
らの眺望に配慮」という記載で関わる

・・・検討中
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景観計画重点区域の詳細



開拓の歴史景観保全区域
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旧島松駅逓所
北側：稜線を結んだ線
南側：行政界で線引き

市道島松川上線

市有林

私有林

恵庭市内の森



開拓の歴史景観保全区域
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旧島松駅逓所

市道島松川上線

北側：稜線を結んだ線
南側：行政界で線引き

国土地理院地図



開拓の歴史景観保全区域
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旧島松駅逓所

＜景観形成の考え方＞

Å旧島松駅逓所周辺や市道島松川上線の沿道に太陽光発電設備や資材置き場が設置されています。

Å区域内は、旧島松駅逓所や寒地稲作の歴史を彷彿とさせる水田、背景には山間の緑地、軟石づくりの家があり、
開拓の歴史性を感じる原風景が広がっている。こうした昔ながらの景観を保全すべき区域です。

Åこのことから、緑地景観の土台となる区域内の樹林地や農地は保全を図るとともに、区域内の景観の調和のため、
建築物や工作物、屋外広告物等の景観構成上重要な要素に対しては、道路側への緑化等の修景や、目隠し、色
彩等の配慮を促す必要があります。

市道島松川上線

北側：稜線を結んだ線
南側：行政界で線引き
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竹山地区眺望点周辺景観保全区域

カーブ手前まで
道路敷地から幅20ｍの
樹林地を確保

太陽光発電設備

太陽光発電設備（工事中）

眺望景観のうち、特に重要な景観資源
は、眺望点前方の樹林地と農地

＜景観形成の考え方＞

Å竹山地区は、丘陵の頂上付近から恵
庭岳や樽前山などの遠方の山々を一
望できる景観と、視点場周囲の豊か
な樹林地や広がる農地などの自然環
境によって、壮大な眺望景観を形成
しています。

Åダイナミックな山並みが自然豊かな環
境で眺められることが、市民も高く評
価するところであり、こうした景観を守
るために、眺望景観や保全すべき緑
への配慮を促す必要があります。

眺望景観上重要な樹林地

北広島らしい自然景観形成道路
市道広島輪厚線（一般区域）
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丘陵地沿道景観保全区域

星槎道都大学

クラッセホテル

ゴルフコース

稜線を結んだ線

国有林

道道1080号 栗山北広島線
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丘陵地沿道景観保全区域

星槎道都大学

道道1080号 栗山北広島線

稜線を結んだ線
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丘陵地沿道景観保全区域

星槎道都大学

クラッセホテル

ゴルフコース

国土地理院地図

国有林

稜線を結んだ線
道道1080号 栗山北広島線

資材置き場
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丘陵地沿道景観保全区域

星槎道都大学

クラッセホテル

ゴルフコース

＜景観形成の考え方＞

Å 道道栗山北広島線は、沢地の水田景観と、野幌原始林を抱える広大な樹林地の背景が、四季折々
に表情を変え、多くの北広島市民を魅了しています。春はこぶしの花が咲き誇り、夏は深緑の大自
然、秋は色とりどりの紅葉に目を奪われ、冬は針葉樹の雪化粧に神秘さを感じます。このように、市民
が誇りに思う景観は、そのままのかたちで未来の人たちに残していくべき財産です。

Å このことから、できるだけ資材置き場などの土地利用は避ける必要があります。やむを得ない場合は
植栽によって目隠しするなど、景観に最大限の配慮が必要です。選挙ポスター、看板なども景観を
阻害する要因となっているので、規制する必要があります。

道道1080号 栗山北広島線
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竹葉公園眺望景観保全区域

竹葉公園

検討中
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竹葉公園眺望景観保全区域

西側 東側

西側

竹葉公園

東側

検討中
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竹葉公園眺望景観保全区域

竹葉公園
西側

太陽光発電設備

西側

西側

検討中
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竹葉公園眺望景観保全区域

竹葉公園

検討中

＜景観形成の考え方＞

竹葉公園の眺望は、360度のパノラマ景観で、北広島団地の街並
みと遠景の山々や、丘陵の稜線が贅沢に見られる眺望点として市
民に愛されています。

Å 東側は、眼下に広がる北広島団地の街並みと、背景となる夕
張や長沼方面の山々の稜線を望む見晴らしの良い景観で、
低層住居や中高層住居が混在した街並みですが、土地の高
度利用は重要であることから、建築物等の建築を認めつつ、
高層部の色彩は眺望景観に配慮するなどの誘導が必要です。

Å 西側は、街並みの背景に丘陵の斜面地や稜線を望むことが
でき、緑の豊かさを、近くの公園という身近な場所で感じられる
景観です。

Å 丘陵の稜線を阻害する高さの工作物や、光を反射する工作物
の設置は、公園からの眺望を大きく損なう要因となります。

Å このことから、眺望景観に支障となる土地利用はできるだけ避
け、やむを得えない場合には、公園からの景観に最大限の配
慮を促す必要があります。また、手前の個人住宅では、屋根
の色彩に配慮するなど、住民全体として景観形成の意識が必
要です。

西側 東側
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新たな感動が生まれる景観形成重点区域

エルフィンパーク

エルフィンロード

Ｆビレッジと周辺地区

＜景観形成の考え方＞

Å JR北広島駅からＦビレッジにかけては、市民
やＦビレッジへの来訪者に対し、未来を感じ
る北広島を印象付けられるよう、市民や企業
との協働により、新たな感動を生む魅力ある
景観形成を進めます。

Å エルフィンロードでは、魅力の少なさが指摘
されていることから、Ｆビレッジの存在感を感
じる工夫が必要になっています。

Å また、豊かな自然景観が北広島の良さであ
ることから、自然と創造の調和した景観形成
を進める必要があります。

市総合体育館

北広島高校
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国道３６号景観形成重点区域

区間1

区間2

区間3

Ｆビレッジ

主要な交差点

区間1

区間2

区間3

緑の連続性のなかに

北広島らしい

自然と眺望と

賑わいを形成する

国道景観の形成

Å道路側には緑地空間を確保し、
緑の連続性を創出する

Å規模の統一や落ち着きのある色
彩で、品格のある屋外広告物と
する

Å建築物は圧迫感を与えない形態
とし、ゆとりある沿道空間とする

Å主要な交差点は、道路側を広く
確保し、緑のうるおいや、ゆとりを
確保する

＜目指す景観像＞
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国道３６号景観形成重点区域

区間1

区間3

区間

＜区間ごとの景観形成の考え方＞
区間1：札幌市との境界から道道1080号の交差点まで（Fビレッジ標識有）

連続性のある緑化空間により、緑のうるおいやゆとりある印象を与え、北広島への入り口にふさわしい、
美しく品格のあるまちを印象付ける沿道景観を形成します。

Å建築物の建築の際には、道路側への緑地空間の確保を促すとともに、建物は落ち着いた色彩を用い、
シンプルで品のあるものとするなど、沿道景観への配慮が必要です。

Å屋外広告物は、原則自家用広告物や施設等への誘導広告に限るものとし、規模や高さ、色彩等の配
慮を促す必要があります。

区間2：道道1080号との交差点から西部地区の市街化区域まで

大規模な建築物や屋外広告物が住宅地や自然景観と調和し、品格あるまちの印象を与
える沿道景観を形成します。

Å屋外広告物は、原則自家用広告物や施設等への誘導広告に限るものとし、規模や高
さ、色彩等の配慮を促す必要があります。

区間3：西部地区の市街化区域から恵庭市境界まで

自然環境を保全し、北海道らしい自然景観を形成します。

Å沿道の屋外広告物は、原則自家用広告物や施設等への誘導広告
に限るものとし、規模や高さ、色彩等に配慮する必要があります。

区間2

Ｆビレッジ

40ｍ

40ｍ
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国道２７４号景観形成重点区域

区間1

区間2
区間3

区間1 区間2

緑の連続性のなかに

北広島らしい

自然と眺望と賑わいを形成する

国道景観の形成

Å道路側には緑地空間を確保し、緑の
連続性を創出する

Å規模の統一や落ち着きのある色彩で、
品格のある屋外広告物とする

Å建築物は圧迫感を与えない形態とし、
ゆとりある沿道空間とする

Å主要な交差点は、道路側を広く確保
し、緑のうるおいや、ゆとりを確保する

＜目指す景観像＞
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国道２７４号景観形成重点区域

区間1

区間2

区間3

＜区間ごとの景観形成の考え方＞
区間1：札幌市との境界から道道1180号の交差点まで（Fビレッジ標識あり）

連続性のある緑化空間により、緑のうるおいやゆとりある印象を与え、北広島への入り
口にふさわしい、美しく品格のあるまちを印象付ける沿道景観を形成します。

Å建築物の建築の際には、道路側への緑地空間の確保を促すとともに、建物は落ち
着いた色彩を用い、シンプルで品のあるものとするなど、沿道景観への配慮を促す
必要があります。

Å屋外広告物は、原則自家用広告物や施設等への誘導広告に限るものとし、規模や
高さ、色彩等の配慮を促す必要があります。

区間2：・道道1180号交差点から道道46号交差点まで

沿道の施設と丘陵地の樹林地などの自然が調和した、美し
い沿道景観を形成します

Å工場等の施設の緑化空間が乏しいため、沿道の施設は、
道路側への緑化空間を確保する必要があります。

Å沿道の土地利用は、道路側の緑化空間の確保により沿
道の自然景観へ配慮した景観に誘導します。

Å屋外広告物は、原則自家用広告物や施設等への誘導
広告に限るものとし、規模や高さ、色彩等の配慮を促す
必要があります。

区間3：道道46号交差点から長沼町境界まで

沿道の施設と低地の農地景観が調和した、美しい
沿道景観を形成します

Å沿道の土地利用は、道路からのセットバックを設
けるとともに、道路側への緑化空間の確保等に
より、農地景観との調和が必要です。

Å屋外広告物は、原則自家用広告物や施設等へ
の誘導広告に限るものとし、規模や高さ、色彩等
の配慮を促す必要があります。

Ｆビレッジ

40ｍ

40ｍ
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Ｆビレッジアクセス道路景観形成重点区域

道道46号（江別恵庭線）

道道1080号（栗山北広島線）

主要な交差点

Ｆビレッジ

2222

緑の連続性のなかに

北広島らしい自然と

Ｆビレッジの存在感が

調和する沿道景観

Å道路側には緑地空間を確保し、
緑の連続性を創出する

Å規模の統一や落ち着きのある色
彩で、品格のある屋外広告物と
する

Å建築物は圧迫感を与えない形態
とし、ゆとりある沿道空間とする

Å主要な交差点は、道路側を広く
確保し、緑のうるおいや、ゆとりを
確保する

ÅFビレッジへの期待感が膨らむ景
観形成に挑戦する

＜目指す景観像＞
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Ｆビレッジアクセス道路景観形成重点区域

＜区域＞

道道46号は、国道274号から音江別川までの市街化区域とし、道道
1080号は、市道広葉通の東側の市街化区域から道道46号の交差点
までとする。

道路敷地から幅20ｍまでを区域とする

＜景観形成の考え方＞

Ｆビレッジへのアクセス道路となる道道46号や1080号は、Ｆビレッジの
存在感を感じる沿道景観を形成します。

Å建築物や工作物、屋外広告物、公共サイン等は、それぞれが調和
する区域景観とする必要があります。

Åまた、Ｆビレッジへの期待感や高揚感を高め、新たな感動が生まれ
る景観を創出する必要があります。

Å主要な交差点は、Ｆビレッジが近づいてきたことを感じさせる玄関口
として重要であることから、良好な景観形成をすべき「まち角」として、
壁面の後退や緑化空間の創出により道路側に余裕を持たせ、北広
島のイメージアップにつながるまち角景観を形成が必要です。

道道46号（江別恵庭線）

道道1080号（栗山北広島線）

主要な交差点

市道広葉通

Ｆビレッジ

20ｍ20ｍ

20ｍ

20ｍ
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その他分野別の景観形成の考え方



太陽光発電施設と景観的配慮について

（市民ワークショップから）
太陽光発電施設と
景観の調和について

Å竹山や竹葉公園からの眺望範囲には設置させない。

Å旧島松駅逓所周辺は開拓の歴史を感じられる景観であり、太陽光発電があると台無し。

Å道道栗山北広島線などの豊かな自然を感じる沿道から目に入るところには設置させない。

Å国道36号や国道274号などの主要道路では、設置のルールを設けたほうがよい（沿道から

見えないよう植栽する、形状や色のルールをつくる、住民説明の義務化など）

Å平成24年（2012年）以降、国が導入した再生可能エネルギーの買い取り制度によって、
北広島市域で森林を伐採して設置する太陽光発電施設が増加

Å令和3年度に竹山町内会からの請願により、太陽光発電施設の建設においては景観的
配慮の必要性が顕在化

Å当時から、北海道景観計画区域である北広島市域は、北海道が定める「北海道太陽電
池・風力発電設備景観形成ガイドライン」が定められていた

Å北広島市の景観計画では、太陽光発電施設と景観との調和策について、独自の対策が
必要となっている
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開拓の歴史景観 竹葉公園眺望 竹山地区視点場

北海道
太陽光発電設備に関する
景観形成ガイドライン



屋外広告物と景観的配慮について

（市民ワークショップから）
北広島の景観課題
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道道羊ヶ丘通

道道1080号（栗山北広島線） 道道46号（江別恵庭線）

国道36号

Å太陽光パネルや資材置き場、砂利採取などが
露出しており、沿道景観を阻害している。

Å国道や道道などメインとなる通りに街路樹など
の潤いある緑が少なく、看板なども統一感がな
い。

Åボールパークに向かう際の沿道に高揚感を感じ
られる景観づくり

Å国道や道道などのメイン通りの看板は規模、色彩な
ど統一感がない

Å広告の設置について、ルールづくりが必要（現在市
屋外広告物条例は、ボールパーク地区等に限定）

Å屋外広告物は、景観を構成する重要な要素であるた
め、周辺の自然やまち並みの景観に対して配慮を促
す仕組みが必要

令和5年度実施 景観に関する市民アンケートより

広告・看板などの大きさ、色彩、設
置場所についてのルール作り


